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授業の目的は，次のようにまとめた。By the end of this lesson, you can 












































































































１）（Active and reflective learners）前者の学習者は，議論や他人に説明す
るなど行動することによって，情報を理解し記憶することが出来る人
間で，後者はまずじっくり考えることを好む人間である。






３）（Ｖisual and verbal learners）何かを記憶する際，前者の学習者は図表
を見ることが，後者の学習者は読むことや話を聞くことほうが有効で
ある。


























報告することにした。報告の目的は，次のようであった。After the lesson, 
you can write and submit an effective proposal immediately！
３人が順番に報告することにした。私は２番目であった。一度３人でリ
ハーサルをした。原稿片手に読み上げたものであったが，所定の時間以内
に収まっていた。しかし，本番では予想以上に時間がかかり，３番目の報
告者が十分にプレゼンができなかった。あとの質疑応答で，時間切れで十
分に報告できなっかた人に対して，どのようなことを話すつもりだったか
という質問をしてくれたので，なんとか全員報告することができた。フィ
ードバックでも，時間管理が甘いというものであった。評価されたのは，
3人のコンビネーションであった。１人が質問をフロアに投げかけたとき
に，反応がよくなかったり，十分な答えが返ってこないことを予定して，
報告者が同じ仲間に答えを用意しておくことにし，実際にそのような場面
があり，仲間が答え，プレゼンの方向を誘導した。この点は評価された。
あと私自身に対してのフィードバックは，個人で行ったプレゼンテーショ
ンより着実に改善されてたという点であった。ただし，録画したものを見
返すとそれは褒めすぎである。
いずれにせよ，３人は報告の後，大学のパブで慰労会を実施した。UBC
はキャンパス内にパブをもっている。火曜日は２ドル（約200円）でビール
が飲めた。いつもの半額である。韓国人キジューは奥さんも連れてきた。
私も妻を連れてきて５人で楽しく飲んだ。キジューは野球好きでUBCの森
林学部の博士であった。法政大学の法学部のように，UBCでは森林学部が
もっとも権威ある学部である。そこで，環境の研究をしている。指導教官
から経済学の勉強もするようにいわれ，経済学科の授業に出ている。彼の
奥さんは彼と同じ博士コースに進学するために準備中であった。日本語が
しゃべれ，日本語の研究論文を韓国語に翻訳するアルバイトをしているそ
うである。残念ながら恥ずかしがって日本語を披露してくれなかった。香
港人のペンは先述したように漫画好きで，高校教師をやめて留学に来てい
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た。彼の専門は統計学である。話を聞くと，統計理論を幾何学的アプロー
チから分析しなおすが，私はよく理解できなかった。キジュー夫婦とは帰
り道が一緒で，帰り際，食事会を約束したのだが，私たちはすぐ帰国した
ので都合がつかずその約束を果たせなかった。非常に残念である。
最終回
さてITAプログラムの最終回は，ポットラックパーティー（potluck 
party）であった。ポットラックパーティーとは，各自が食べ物を持ち寄っ
て，食べるというものである。ちなみに，アルコールは一切なかった。プ
リティッシュコロンビア州は，許可が下りているレストラン以外で公共の
場所でアルコールを飲むことが違法な州である。みな手料理やお菓子やジ
ュースなどを買ってきた。私も，あられなどを買ってもってきた。食べな
がら授業の反省会をした。基本的にインストラクターに対する感謝などで
旨をつたえると授業に役立ててと皆から励まされた。中国人のイライジャ
から，UBCに留学する女子学生を紹介するように強く言われた。OKとい
ったが，一度も約束を実行していない。また，このクラスの受講者だけで
メイリングリストがつくられ，たまにメイルがまわってくる。それによる
と，いまでも細々と定期的に集まっているようである。去年の夏もノース
バンクーバーでハイキングに行ったようである。わたしももう少しカナダ
にいれば，彼らとの交流を深めたであろうに非常に残念である。
あった。私たちの感謝の言葉でイン
ストラクターのカレンが泣き出し
た。学生の一部もそれにつられて泣
き出した。その後，有志があつまっ
て学内のパブに飲みに行った。
私は，翌日に帰国のためアパート
を引き払うことになったので，その
ブリティッシュ・コロンビア大学留学記
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おわりに
以上が，ITAプログラムの概要である。思いついたまま書き進めていっ
たが，書きながら，非常に興味深い体験をしたことを再確認した。幸運な
ことに私はアジア人のため，比較的若くみられ，大学院生たちも私を対等
に扱ってもらい，学生時代に戻った気分であった。こうした機会を与えて
頂いた法政大学経済学部教授会に感謝したい。このITAでの経験を是非，
授業で活かして，経済学部に恩返ししたいと考えている。
